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第４学年道徳科学習指導案 

日 時 令和○年○月○日（○）○校時 

場 所 ４年○組教室 

授業者 教諭 ○ ○ ○ ○ 

 

１ 主題名 友達とのよりよい関係「Ｂ-(９)友情，信頼」 

 

２ ねらいと教材 

(1) ねらい 

正しいことは分かっていてもなかなか実現できない理由を考えることを通して，友達のことを理解

し，よりよい関係を築こうとする道徳的実践意欲と態度を育てる。 

 

(2) 教材名 

 「卓球は四人まで」（文部科学省 小学校道徳 読み物資料集） 

 

３ 主題設定の理由 

(1) ねらいや指導内容についての教師の捉え方 

本主題は，小学校学習指導要領特別の教科道徳，内容項目Ｂ- (９)「友情，信頼」の「友達と互いに

理解し，信頼し，助け合うこと」を受けている。 

 児童にとって，友達関係は最も重要な人間関係の一つであり，友達関係の状況によって学校生活が充

実するか否かが方向付けられることも少なくない。よりよい友達関係を築くには，互いを認め合い，学

習活動や生活の様々な場面を通して理解し合い，協力し，助け合い，信頼感や友情を育んでいくことが

できるように指導することが大切である。 

中学年の段階においては，活動範囲が広がることで，集団との関わりも増え，友達関係も広がってく

る。また，気の合う友達同士で仲間を作って自分たちの世界を確保し，楽しもうという傾向があり，集

団での活動などがこれまでになく盛んになる。しかし，自分の利害にこだわることで，友達とトラブル

を起こすことも少なくない。このような時期だからこそ，友達のことを理解し合い，よりよい関係の在

り方を考え，行動しようとする道徳的実践意欲と態度を育めるようにしたいと考え，本主題を設定した。 

 

(2) 児童のこれまでの学習状況や実態 

 本学級の児童は，４年生となって半年以上経ち，気の合う友達同士で仲間を作って休み時間に楽しく

過ごしている。しかし，自分勝手な行動を取らないことなど，友達との関わるときに大切なことは分か

っていても，実際には相手のことを考えなかったり，自分の利害にこだわったりすることで，友達とト

ラブルを起こしてしまう様子も見られる。 

児童は，３年時に「友達のよさを発見することで友達のことを理解すること」について学んでいる。

本時の学習ではこの指導内容を発展させ，「友達とのよりよい関係の在り方を考えること」について考

えさせたい。そして，高学年での，「友達と互いに信頼し，学び合って友情を深め，異性についても理解

しながら，人間関係を築いていくこと」の学習につなげていきたい。 
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 (3) 使用する教材の特質 

  主人公のしゅんは，なかなか取れないスポーツセンターの卓球コーナーの予約が取れ，仲良しの友

達３人を卓球に誘う。そこへ特に仲が良いわけではないとおるが仲間に入れて欲しいと言ってくるが

「卓球は４人まで」と言って断る。その後，しゅんは悪いことをしたと思い，とおるに謝って卓球に

誘うが，とおるは「４人までなんだろ」と誘いを断る。断られたしゅんは何とも言えない気持ちにな

る。その後，仲良し４人で卓球をしたが，しゅんは楽しめなかった。卓球の途中でしゅんは友達３人

に相談する。そして，次の日に，とおるに謝って遊びに誘うことに決める。 

  主人公のしゅんの自分の利害関係のみにとらわれてとおるを傷付けてしまった行動を通して，友達

とのよりよい関係の在り方を考えさせることのできる教材である。 

 

 (4) 指導観 

中学年になると人間関係が広がり，友達との関わりを重視するようになる。しかし，仲の良い友達

だけでグループを作って遊ぶことが多く見られることから、固定化しやすい仲間集団をより広い友達

関係へと向ける必要がある。 

本時の指導に当たっては，導入場面で，友達がいて良かったと思うことだけでなく，友達との関わ

りでうまくいかなかったことはあるかを問い，友達関係について自分の経験と照らし合わせて考えさ

せる。ただし，うまくいかなかったことについては無理に聞かず，友達と関わりにおいて難しいと感

じさせる程度で押さえ，そのときの気持ちを問い，辛い等の気持ちから本時の課題につなげていく。 

展開場面では，しゅんがやっと予約が取れて仲良しの友達３人と卓球をするのが楽しみであるとい

うことに気付かせる。その上で，「仲間に入れて」と言ってきたとおるに「卓球は４人まで」と断った

しゅんや一緒にいた仲良しの３人の友達の行動を通して，正しいことは分かっていてもできないこと

があることに気付かせる。中心場面では，児童の実態を踏まえて，正しいことは分かっていてもでき

ないことがある理由を考えさせ人間理解を深めさせる。児童自身が自分の考えが可視化できるように

思考ツールであるウェビングマップを活用する。そこから，このままでは良くないことを感じさせ，

どうしたら良いか解決方法を考える。その際，正論に偏らないように，中心場面での児童の考えを関

連付けながら，自分の生活と結び付けて考えられるようにする。 

児童の学習状況を見取るために，板書の記録，ワークシートを活用する。板書の記録については，

児童の発言や思考の流れが分かる板書構造にし，授業後に写真を撮って振り返ることで，児童の考え

を見取るとともに，教師自身が授業を振り返る際にも活用する。ワークシートについては，中心場面

で児童が考えたことが，友達との交流を通してどう広がったかを青ペンで加筆させることで見取る。 

 

４ 教材分析・発問構成 ・・・ 別紙 

 

５ 学習指導過程 ・・・ 別紙 

 

６ 他の教育活動との関連・・・別紙 
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（別紙）４ 教材分析・発問構成  

 

あらすじ       気付かせたい考え       発問       予想される反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しゅんは，人気の卓

球コーナーの予約

が取れ，仲良しの３

人を遊びに誘う。 

仲の良い友達３人

を卓球に誘ったし

ゅんは，どんな気持

ちだったでしょう。 

・卓球をするのが

楽しみ。 

・仲良しの４人と

遊べるから楽し

み。 

・気が合わないか

ら。 

・あまり楽しめな

いから。 

・自分のことしか

考えていないか

ら。 

・話があわないか

ら。 

・その人のことを

あまり知らない

から。 

しゅんは悪いこと

をしたと思い，謝っ

てとおるを誘うが，

断られて，なんとも

言えない気持ちに

なる。 

とおるが「入れてく

れないか」と言う

が，しゅんは「卓球

は４人まで」と断

る。 

やっと予約が取れ，

仲の良い３人と卓

球をするのが楽し

みであることに気

付かせる。 

・あまり仲良くな

いから嫌だなあ。 

・仲良しの４人で

遊んだ方が楽し

い。 

・とおるが一緒だ

と楽しめないか

もしれない。 

・どうしようかな

…。 

友達とよりよい関

係をつくるとはど

うしたら良いでし

ょう。 

「だめだめ。ダブル

スをやるから卓球

は４人でないとだ

めなんだ」と断った

とき，しゅんはどん

な気持ちだったで

しょう。 

相手のことが気に

なりつつも，自分本

位になってしまう

ことがある人間の

弱さに気付かせる。 

◎友達と仲良くし

た方が良いのに，

できないことが

あるのはどうし

てでしょう。 

・４人で遊びたい。 

・しゅんが断って

くれて良かった。 

・混ぜてあげた方

がいいよな。 

・言いにくいなあ。 

しゅんは友達３人

に相談し，とおるに

謝って遊びに誘お

うとする。 

友達と仲良くした

方が良いのに，でき

ないことがある理

由を自分の生活と

結び付けて気付か

せる。 

しゅんが断ったと

き，周りの友達は，

どんな気持ちだっ

たのでしょう。 

・仲の良い悪いで

はなく，まずは一

緒に遊んでみる。 

・相手の気持ちを

考え，断るとき

は，相手が納得す

るように丁寧に

言う。 

放課後，仲良しの４

人で卓球をするが

楽しくない。 



4 
 

（別紙）５ 学習指導過程                                  

 
学習活動 

○主な発問（◎中心的な発問） 

●補助発問 ・児童の反応 
指導上の留意点 

 

導

入 

 

５ 

分 

 

 

 

 

１ 本時のねらいとする道

徳的価値についての問題

意識を持つ。 

（一斉→個人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。（一斉） 

 

 

○友達がいて良かったと思うの

はどんなときですか。 

・助けてもらったとき 

・楽しく遊んでいるとき 

・勉強を教えてもらったとき 

○友達とうまくいかなかったと

きはありますか。 

・悪気なく友達を傷付けた。 

・けんかをした。 

○友達とうまくいかなかったと

き，どんな気持ちでしたか。 

・嫌な気持ち。 

・悲しい気持ち。 

 

 

 

 

 

 

・友達とうまくいかなかった

経験については無理に聞こ

うとはせず，友達と生活す

ることは難しいと感じる程

度とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 範読（ｐ46，６行目ま

で）を聞き，登場人物の気

持ちを考える。 （一斉） 

 

 

 

 

４ 仲の良い友達を卓球に

誘ったしゅんの気持ちを

考える。    （一斉） 

 

 

 

 

５ 「卓球は４人まで」と断

ったときのしゅんや３人

の友達の気持ちを考え

る。      （一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○仲の良い友達３人を卓球に誘

ったしゅんは，どんな気持ちだ

ったでしょう。 

・卓球をするのが楽しみ。 

・仲良しの友達と遊べるから楽

しみ。 

 

○「だめだめ。ダブルスをやるか

ら卓球は４人でないとだめな

んだ」と断ったとき，しゅんは

どんな気持ちだったのでしょ

う。 

・あまり仲良くないから嫌だな。 

・登場人物の気持ちに迫りや

すくするために簡単にあら

すじを押さえてから範読を

する。 

・主人公のしゅんの気持ちを

考えながら範読を聞くよう

にする。 

・しゅんの，やっと予約が取

れ，仲良しの友達３人と卓

球をするのが楽しみである

という，自分の利害を優先

にしていることに気付かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

友だちとよりよい関係をつくるとはどういうことだろう。 

友達の大切さだけでなく 

友達とうまく生活するこ 

とは簡単ではないことも 

感じさせ，問題意識を持 

たせる。    （問） 

自分の経験と照らし合わ 

せて，友達とうまくいか 

なかった経験やそのとき 

の気持ち考えられるよう 

にする。    （自） 

しゅんや３人の友達に自 

分を投影させて考えられ 

るようにする。  （自） 
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６ 友達と仲良くすること

は大切だと分かっていて

もできないことがある理

由を考え，どうしたら良

いか考える。 

（個人→ペア→一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仲良しの４人で遊んだ方が楽

しい。 

・とおるが一緒だと楽しめない

かもしれない。 

・どうしようかな…。 

●やっと予約が取れて，４人で卓

球をするのが楽しみだったの

ではないですか。 

○しゅんが，「卓球は４人まで」

と断っているとき，周りの友達

は，どんな気持ちだったでしょ

う。 

・４人で遊びたい。 

・しゅんが断ってくれて良かっ

た。 

・混ぜてあげた方がいいよな。 

・言いにくいなあ。 

○あなたは，こういう気持ちが分

かりますか。 

・分かる。  ・分からない。 

・分かる気がする。 

 

◎友達と仲良くした方が良いの

に，できないことがあるのはど

うしてでしょう。 

・気が合わないから。 

・あまり楽しめないから。 

・自分のことしか考えていない

から。 

・話が合わないから。 

・その人のことをあまり知らな

いから。  

 

○友達とよりよい関係をつくる

には，どうしたら良いでしょ

う。 

・相手の気持ちを考え，断るとき

は，相手が納得するような丁寧

に言う。 

・自己中心的な考えをやめて，相

・ダブルスだから仕方ない等

の正論に偏った場合は，補

助発問で，仲良しだけで遊

びたい等の人間の弱さも引

き出せるようにする。 

・児童が考えた，しゅんや３

人の友達の気持ちの中に迷

いが感じられる場合は，相

手のことを思っていること

が考えられる。理由も聞く

ことで，相手のことは気に

なりつつも自分本位になっ

てしまうことがある人間の

弱さに気付かせたい。 

 

 

 

・しゅんや周りの友達に共感

させて，中心的なの発問に

つなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交流後，このままで良いか

を問い，どうしたら良いか

次の発問につなげる。 

・正論だけになってしまわな

いように，補助発問で前問

の児童の考えと関連させな

がら，児童の考えを深めさ

自分で考える時間，交流の 

時間を設ける。ワークシー 

トには，仲良くした方が良 

いのにできないことがあ 

る理由を書かせ，それを基 

に交流ができるようにす 

る。その際，友達の考えを 

加筆し，視覚的に自分の考 

えの広がりが分かるよう 

にする。   （多）（自） 
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７ 自分の生活を振り返

り，友達とのよりよい関

係について考える。    

（一斉） 

 

 

 

 

 

 

手の話も聞く。 

・仲の良い悪いで判断しないで，

まずは一緒に遊んでみてから

判断する。 

・自分がされたら嫌ではないか

を考えてから行動する。 

●先程，○○と考えていた人がい

たけど，それで本当によりよい

関係と言えますか。 

 

○これまでの生活を振り返り，友

達とよりよい関係をつくる上

で，良くなかったことはありま

すか。または，良かったことは

ありますか。 

・お弁当を食べるときに，友達を

グループに混ぜてあげられな

かった。 

・休み時間に席に座っていた友

達に声を掛けてあげることが

できた。 

せることを意識する。そう

することで，より自分のこ

ととして考えられるように

する。 

・前問の児童の考えと結び付

けて，板書をする。 

・全体で交流した後，改めて

自分の考えを持てるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

10 

分 

 

 

 

８ 自己の生き方について

考える。    （個人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の授業を通して感じたこ

とや考えたこと，これからの生

活に生かしていきたいことを

書きましょう。 

・私は自分のことばかり考えて，

あまり相手の気持ちを考えて

いないように思う。すぐに決め

つけないで，相手の話を聞くよ

うにしたい。 

・相手の気持ちを考えることは

大切だと分かっても，行動に移

すのは難しいと思った。自分の

気持ちと相手の気持ちのバラ

ンスを考えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教材の最後の場面で，しゅ

んたちの取った行動を伝

え，自分の考えと比較しな

がら聞くようにする。 
 

 （問）：問題意識を持たせる      （多）：多面的・多角的に考えさせる 

（自）：自分との関わりで考えさせる  （生）：自己の生き方について考えさせる 

自分の心と照らし合わせ 

ながら自己の生き方につ 

いて考えを深めさせるた 

めに書く活動を取り入れ 

る。      （生） 

＜評価＞ 

友達と仲良くすることは 

大切だと分かっていても 

できないことがある理由 

を考えることを通して，自 

分との関わりで，友達との 

よりよい関係をつくるこ 

とについて考えようとし 

ていたか。（多）（自）【ワー

クシート・観察・発言】 

＜評価＞ 

友達とよりよい関係をつ

くることを自分との関わ

りで考え，自分の生活に

照らし合わせて考えよう

としていたか。（自）（生）

【ワークシート・観察・発

言】 
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【評価】 

＜児童の評価＞ 

・友達と仲良くすることは大切だと分かっていてもできないことがある理由を考えることを通して，自

分との関わりで，友達とのよりよい関係をつくることについて考えようとしていたか。 

（多）（自）【ワークシート・観察・発言】 

・友達とよりよい関係をつくることを自分との関わりで考え，自分の生活に照らし合わせて考えようと

していたか。                    （自）（生）【ワークシート・観察・発言】  

＜教師側の授業評価＞ 

・中心的な発問を通して，自分との関わりで友達とのよりよい関係の在り方について考えさせることが

できたか。                     （多）（自）【ワークシート・観察・発言】 

・友達とよりよい関係の在り方について，自分の生活と照らし合わせて考えさせることで，自己の生き

方についての考えを深めさせることができたか。    （自）（生）【ワークシート・観察・発言】 

 

【板書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【準備物】 

  教師：教材，ワークシート，挿絵    

児童：教材，筆記用具 

 

（別紙）６ 他の教育活動との関連 

 

 

 

 

 

 

他の教育活動 

・学級活動 

・係活動 

・当番活動 

・縦割り活動 

・総合的な学習

の時間 

小学校４年 道徳 

【友達とのよりよい関係】  

「卓球は四人まで」 

・正しいことは分かっていてもなかなか実現で

きない理由を考えることを通して，友達のこと

を互いに理解し，よりよい関係の在り方につい

て考えようとする道徳的心情を育てる。 

他の教育活動 

・学級活動 

・係活動 

・当番活動 

・縦割り活動 

・総合的な学習

の時間 

 ○月○日 第○回 道とく     

「卓球は四人まで」 

 

 

 

 

友だちとよりよい関係をつくることについて考えよう。 

4 人で話を 

している絵 しゅん 友だち 

「だめだめ。ダブルスをやるから卓球は４人でないとだめなんだ」 

いやだなあ。  ４人の方が楽しい。 

楽しめないかも。  どうしようかな…。 

４人で遊びたい。  ことわってくれてよかった。 

まぜてあげた方いいよな。  言いにくいなあ。 

自分のことしか 

考えていない なかよくできない… 

なかよくした方が良いけど… 

気が合わない 

話が合わない 

あまり知らない 

楽しめない 

ことわるときは 

ていねいに 

相手の話を聞く 

まずは 

遊んでみる 

良いところを 

さがす 

友だち 

・助けてくれる 

・遊んでくれる 

・教えてくれる 

うまくいかないと… 

いやな気持ち 

悲しい気持ち 


